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V
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
一
日
（
土
）

ひ
ろ
し
ま
美
術
館
地
階
講
堂
に
お
い
て
平
成
二
十
四
年
度
総
会
、
第
二
十
六

回
大
会
を
開
催
し
た
。

総
会
は
大
橋
啓
一
事
務
局
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
金
田
晋
会
長
挨
拶
の
後
、

松
田
弘
委
員
を
議
長
に
選
出
し
議
事
を
進
め
た
。
第
一
号
議
案
、
平
成
二
十
三

年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
大
橋
事
務
局
長
か
ら
資
料
に
も

と
づ
く
説
明
、
続
け
て
原
田
佳
子
監
査
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

承
認
し
た
。
第
二
号
議
案
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
に
つ

い
て
、
大
橋
事
務
局
長
か
ら
資
料
に
も
と
づ
く
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
、
審

議
の
結
果
、
承
認
し
た
。
第
三
号
議
案
、
次
期
会
長
が
指
名
す
る
委
員
並
び
に

監
査
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
そ
れ
を
承
認
し
た
。
第
四
号
議
案
、
会
則
の
改

正
に
つ
い
て
、
大
橋
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
事
務
局
の
変
更
に
つ
い
て

の
改
正
を
承
認
し
た
。
議
事
審
議
の
終
了
後
、
青
木
孝
夫
次
期
会
長
挨
拶
、
大

橋
事
務
局
長
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

大
会
は
四
件
の
研
究
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
研
究
発
表
は
①
山
住

民
英
（
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
博
土
課
程
後
期
）
「
ク
l
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
と
韓
流
」
、
②
清
、
水
修
全
（
東
亜
大
学
芸
術
学
部
准
教
授
）
「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

リ
ヒ
ト
ヴ
ア
ル
ク

l

文
化
政
策
と
し
て
の
芸
術
教
育
」
、
③
大
迫
知
佳
子
（
お

茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
研
究
員
）
「
四
世
紀
初
期
の
パ
リ
音
楽
院
に
お
け
る

対
位
法
｜
諸
対
位
法
の
理
論
対
立
を
め
ぐ
っ
て
！
」
、
④
青
木
孝
夫
（
広
島

大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
教
授
）
「
夜
雨
の
美
学
」
0

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
芸
術
と
地
域
」
を
テ
l
マ
と
し
、
金
田
晋
（
東
亜
大
学

大
学
院
総
合
学
術
研
究
科
特
任
教
授
、
前
会
長
）
の
基
調
報
告
「
地
・
人
・
芸

術
｜
〈
芸
術
と
地
域
〉
を
問
う
」
の
後
、
四
件
の
事
例
報
告
が
行
わ
れ
た
。

報
告
は
、
①
桑
島
秀
樹
（
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
准
教
授
）
「
十
八

世
紀
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
画
家
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
パ
リ

l

l
カ
ト
リ
ッ
ク
刑
罰
法

と
〈
ケ
ル
ト
的
崇
高
〉
」
、
②
キ
ム
・
ス
ヨ
ン
（
イ
ン
デ
イ
ベ
ン
デ
ン
ト
キ
ユ
レ
l

タ
l
）
「
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
通
し
て
見
た
代
案
空
間
の
可
能
性
と
し
て
の
地

域
」
、
③
松
田
弘
（
広
島
県
立
美
術
館
学
計
課
長
）
「
地
域
と
展
覧
会
の
関
係
に

つ
い
て
『
蹟
島
か
ら
広
島
』
ド
1
ム
が
見
つ
め
続
け
た
街
展
の
場
合
」
、
④

松
浦
康
隆
（
写
真
家
、
広
島
の
写
真
活
用
・
保
存
の
会
事
務
局
長
）
「
木
村
伊

兵
衛
氏
・
菊
池
俊
吉
氏
た
ち
が
撮
影
記
録
し
た
『
口
〈
H
Z
C
回
目
。
∞
同
日
冨
己

（
呂
会
年
広
島
県
観
光
協
会
発
行
）
を
読
む
」

ま
た
、
同
日
付
で
「
嚢
術
研
究
N
S
N
」
（
年
報
第
二
十
五
号
）
を
発
行
し
た
。
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V
平
成
二
十
四
年
十
月
六
日
（
土
）

会
報
第
二
九
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
会
長
青
木
孝
夫
の
「
嚢
術
・
学
会
の

曲
が
り
角
」
。
第
二
十
六
回
大
会
の
研
究
発
表
の
報
告
は
、
①
崖
員
英
の
発
表

を
一
惨
偉
汝
、
②
清
永
修
全
の
発
表
を
大
山
知
日
徳
、
③
大
迫
知
佳
子
の
発
表
を
上

野
仁
、
④
青
木
孝
夫
の
発
表
を
関
村
誠
が
執
筆
し
た
。
ま
た
、
大
成
大
輔
「
東

広
島
市
現
代
美
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
N
S
N

宇
山
D
N
A
を
終
え
て
」
、
哀
葉
「
私

的
五
輪
観
戦
」
の
二
編
の
寄
稿
を
掲
載
し
た
。
な
お
、
こ
の
号
か
ら
判
型
を
A

4
版
に
変
更
し
た
。



V
平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
日
（
日
）

Zω
〉一口。
rc円－
B
R
E
∞
℃
山
門
町

c
h
R丹
に
お
い
て
第
一

O
O
回
例
会
を
開
催
し

た
。
内
容
は
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
評
論
家
、
キ
ユ
レ
l
タ
ー
で
あ
る
パ
ス
カ
ル
・

ボ
l
ス

q
E門出ご
ω
2
5印
巾
）
の
「
環
境
の
哲
学
的
実
践
者
と
し
て
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
」
と
題
し
た
講
演
で
、
河
本
真
理
（
広
島
大
学
）
が
通
訳
を
行
っ
た
。
な
お
、

こ
の
例
会
に
お
い
て
は
非
学
会
員
の
参
加
者
か
ら
参
加
費
（
一
人
一

0
0
0円）

を
徴
収
し
た
。

V
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

会
報
第
二
一

O
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
谷
藤
史
彦
（
ふ
く
や
ま
美
術
館
学
芸

課
長
）
の
「
百
島
の
現
代
ア
l
ト」
o

第
一

O
O
回
例
会
の
報
告
を
①
伊
藤
由

紀
子
、
②
樋
口
聡
が
執
筆
し
た
。
こ
の
他
、
前
事
務
局
長
大
橋
啓
一
「
広
島
芸

術
学
会
2
5
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
、
前
事
務
局
員
米
門
公
子
「
出
会
い
に
感

謝
！
」
、
古
谷
可
由
（
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
）
の
美
術
館
レ
ポ
ー
ト
「
海
外
美
術

館
事
情
1
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
編
、
馬
場
有
里
子
（
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
）
の

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
「
門
〉
云
開
問
〉
。
∞
∞
門
白
河
〉
⑤
切
開
J

へ。
Z
ロ
音
と
映
像

の
遊
戯
室
」
の
寄
稿
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
（
土
）

広
島
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
い
ぽ
ー
と
）
五
階
研
修
室
に
お

い
て
、
第
一

O
一
回
例
会
を
開
催
し
た
。
研
究
発
表
は
①
中
曽
政
行
（
広
島
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
了
）
「
歌
川
広
重
の
特
徴
あ
る
風
景
表
現
に
つ
い

て
複
数
の
透
視
図
法
が
共
存
す
る
重
層
的
透
視
図
法
」
、
②
城
市
真
理
子

（
広
島
市
立
大
学
国
際
学
部
准
教
授
）
「
室
町
時
代
の
山
水
図
扉
風
に
み
る
丈
人

イ
メ
ー
ジ
」
o

例
会
後
、
懇
親
会
を
聞
い
た
。

V
平
成
二
十
五
年
一
月
三
十
日
（
水
）

会
報
第
二
二
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
大
井
健
地
（
広
島
市
立
大
学
名
誉
教

授
）
「
月
の
光
の
ほ
ろ
び
」
o

第
一

O
一
回
例
会
の
研
究
発
表
の
報
告
は
①
中
曽

政
行
の
発
表
を
谷
藤
史
彦
、
②
城
市
真
理
子
の
発
表
を
青
木
孝
夫
が
執
筆
し
た
。

ま
た
、
県
民
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
加
藤
宇
章
の
「
県
民
文
化
奨
励
賞
を

受
賞
し
て
」
、
松
波
静
香
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー

G
）
の
展
覧
会
レ
ポ
ー
ト
〈
必
見
1

広
島
の
奇
才
親
子
1
「
船
田
玉
樹
展
」
「
船
田
奇
零
展
」
を
見
て

1
〉
、
衰
葉
（
広

島
大
学
）
の
エ
ッ
セ
イ
「
秋
の
虫
が
鳴
く
頃
・
：
」
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
三
日
（
土
）

呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
（
大
和
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
）
四
階
会
議
室
・
研
修
室
に

お
い
て
、
第
一

O
二
回
例
会
を
開
催
し
た
。
研
究
発
表
は
①
向
井
能
成
（
呉
市

役
所
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
）
「
戦
前
呉
市
に
お
け

る
洋
画
団
体
の
変
遷
と
創
作
動
向
呉
独
立
美
術
研
究
会
と
そ
の
周
辺
！
」
、

②
古
谷
可
由
（
公
益
財
団
法
人
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
学
芸
員
）
〈
南
薫
造
・
永
瀬

義
郎
、
疎
開
が
残
し
た
地
方
へ
の
影
響
「
芸
南
文
化
同
人
会
」
の
活
動
と
そ

の
後
〉
。
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V
平
成
二
十
五
年
四
月
十
日
（
水
）

会
報
第
二
三
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
西
原
大
輔
（
広
島
大
学
大
学
院
教
授
）

「
著
作
権
法
が
詩
の
研
究
を
妨
げ
る
」
o

第一

O
三
回
例
会
の
研
究
発
表
の
報
告

は
①
向
井
能
成
の
発
表
を
吉
川
昌
宏
、
②
古
谷
可
由
の
発
表
を
高
村
佳
子
が
執

筆
し
た
。
ま
た
、
大
井
健
地
（
広
島
市
立
大
学
名
誉
教
授
）
の
展
覧
会
評
「
玉

樹
画
仙
の
訓
戒
」
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
二
十
五
年
五
月
四
日
（
土
）

広
島
県
立
美
術
館
地
階
講
堂
に
お
い
て
、
第
一

O
三
回
例
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
例
会
は
同
美
術
館
で
開
催
中
の
「
夏
目
激
石
の
美
術
世
界
」
展
の
関
連
企

画
「
激
石
の
文
学
と
美
術
を
語
り
、
味
わ
お
う
」
と
し
て
催
さ
れ
た
。
越
智
裕

二
郎
広
島
県
立
美
術
館
館
長
の
挨
拶
を
得
た
後
、
次
の
三
つ
の
講
演
な
ら
び
に

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
①
河
本
真
理
（
広
島
大
学
）
「
夏
目
激
石
と
西
洋
絵

画
の
女
性
表
象
髪
／
鏡
／
水
」
、
②
青
木
孝
夫
（
広
島
大
学
）
「
聴
な
る
美
を



め
ぐ
り
」
、
③
西
原
大
輔
（
広
島
大
学
）
〈
高
田
敏
子
の
詩
「
布
良
海
岸
」
と
青

木
繁
《
海
の
幸
V
〉

0

V
平
成
二
十
五
年
六
月
八
日
（
土
）

義
術
学
関
連
学
会
連
合
第
8
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
芸
術
と
記
憶
」
（
於
一

国
立
国
際
美
術
館
）
に
関
村
誠
委
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
宮
件

∞開
ω白
ο
Z
「
記
憶
と
表
象
」
に
お
い
て
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
〈
顔
〉
と
記
憶
」
と
題

し
た
報
告
を
行
っ
た
。

V
平
成
二
十
五
年
六
月
十
五
日
（
土
）

会
報
第
二
三
一
号
を
発
行
。
平
成
二
十
六
年
度
総
会
・
第
二
十
七
回
大
会
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
研
究
発
表
要
旨
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
掲
載

し
た
。
ま
た
、
第
一

O
一
二
回
例
会
の
報
告
を
樋
口
聡
、
石
井
祐
子
、
藤
崎
綾
（
広

島
県
立
美
術
館
学
芸
員
）
が
執
筆
し
た
。

※
文
中
、
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

。
会
員
状
況

平
成
二
十
五
年
六
月
三
十
日
現
在
、
法
人
会
員
二
法
人
、
個
人
会
員
一
七
三

名
（
一
般
会
員
一
四
八
名
、
学
生
会
員
二
五
名
）

事
務
局
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